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応援する事業が成功するとい
うこと＝

地域の未来に自分事とし
て関わる（社会的リター
ン）&出資したお金プラ
ス年利2％の利息（経済
的リターン）が手に入る

平成30年度 西条市版ＳＩＢ仕組み

行政（西条市）

目標達成時
交付金交付

出資者
（市民・企業など）

事業の審査・評価

目標達成時
元本償還&
利息支払い

集めた出資金を事業資金として提供

出資

出資者のメリット

選考委員会 設置 中間支援組織
※事業募集や出資募集を行う

（プラスソーシャルインベストメント㈱）

事業 提案

選考委員会の
評価結果報告・
交付金請求

新たな取組にチャレンジする事業者

◆西条市版ＳＩＢ（ソーシャル・インパクト・ボンド）とは・・・
地域活性化のための事業を行おうとする事業者と第三者である選考委員が一緒に成果指標を設定したうえで、
事業を応援してくれる市民や民間企業から出資を募る成果連動型補助金改革制度です。
事業期間終了時に事業者が成果指標を達成した場合に、西条市が交付金を中間支援組織に交付することで、出
資者は出資の元本と利息を受け取ることができます。

特産品開発
商業地域等の活性化



従来の補助金仕組み

サービス対象者（西条市民）

行政（西条市）

各事業者・団体
事業の目的が公益上必
要と認められる活動に
かかった経費を支払う

サービスを提供



行政

（西条市）

事業者

（挑戦する人）

出資者

（応援する人）

ＳＩＢで何が起こる？

必要なもの

ヒト・モノ・

コト・お金

地域の社会的課題の解決
あたらしい

資金循環

成果連動発注 事業への出資

持続可能な地域へ＝地域の未来を「自分ごと」として考え、子や孫の世
代までこの西条を受け継いでいく



ＳＩＢ活用事例～滋賀県東近江市で起こっている新たな資金循環～

自分が出した2万円が、地域で事業を始め
る若者にダイレクトに届く。地域の関係
性の中で、お金だけではなく、手も口も

出す。一緒に社会課題を解決していこ
うと参加していく。
新しい資金循環を生み出しながら、地
域の課題を解決していくための一つの
答えになるかもしれません。



平成30年度のスケジュール

５月 ■事業提案募集

７月 ■ＳＩＢ活用事業の採択決定・事業スタート
■出資希望者向け事業説明会開催（7月13日）
■出資金募集（7月13日～8月20日）

11月 ■中間報告会実施（事業の進捗状況確認）

３月 ■審査会（設定した成果目標の到達審査）
（※目標達成時、市から中間支援組織を通じて出資者へ元本償還・利息支

払い）
■事業成果発表会（採択事業の成果発表）

６月 ■書類審査・選考会の開催
（審査は有識者で構成される選考委員が行い、選考会では、有識者による
プレゼン審査及び事業者と選考委員会による協議により事業終了時に到
達すべき成果目標を設定します。）

２月 ■事業終了 実績報告

9月 ■採択事業者へ出資金（事業支援金）を提供



1 特産品開発事業

つじ丸
小麦を一切使用しない西条産はだか麦
100％・野菜を使ったパウンドケーキの
ラインナップを増やし、販路拡大を目
指します！

㈱ＰＥＮＴＡ ＦＡＲＭ
西条で採れた規格外の果物を使い完熟果
物のソースとして商品化し、販売と雇用
拡大を目指します！

とりや 福
商業地域でランチタイムの営業を開始し、
西条産食材を活用したメニュー提供によ
り地域の賑わい創出を目指します！

2 商業地域等活性化事業

平成30年度 採択事業

平成30年度の採択事業は３件。
いずれも、地域の社会的課題の解決や地域活性化のために行うものです！

このあと、それぞれの

取組発表！


